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話
し
て
い
る
記
事
を
見
て
、
こ
の
度
『
平
和
の
礎
』
に
と

話
を
進
め
た
。

（
北
海
道

五
十
嵐

甚
吉
）

手

記

北
海
道

坂

本

政

年

一

①
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
十
月
一
日
生
ま
れ

函
館
市

入
舟
町

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
三
月
二
十
三
日

市
立
幸
尋

常
小
学
校
卒
業

同
十
一
年
三
月
二
十
三
日

市
立
弥
生
尋
常
高
等
小
学

校
高
等
科
卒
業

②
祖
母
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
九
人
家
族

家
業

鮮
魚
小
売
商

昭
和
十
二
年
二
月
十
九
日

父
死
亡

四
十
六
歳

自
分
が
十
五
歳
で
家
業
を
継
ぐ
。
兄
は
足
悪
く
入
院
の

日
々
で
あ
っ
た
。

二

①
昭
和
十
七
年
一
月
十
日
、
在
満
要
員
と
し
て
旭
川
北
部

第
二
部
隊
連
隊
砲
中
隊
に
現
役
と
し
て
入
隊
。

②
同
十
七
年
三
月
、
東
安
省
西
東
安
満
州
第
八
十
八
部
隊

に
配
属
。

同
十
八
年
、
初
年
兵
教
育
係
と
し
て
勤
務
し
た
。

同
十
八
年
八
月
、
過
労
の
た
め
病
に
倒
れ
、
西
東
安
陸

軍
病
院
に
入
院
。

牡
丹
江
陸
軍
病
院
、
南
満
の
興
城
陸
軍
病
院
に
転
院
。

療
養
中
、
八
十
八
部
隊
は
南
方
並
び
に
北
支
に
転
属
。
十

九
年
秋
に
西
東
安
病
院
に
戻
っ
て
き
た
と
き
は
八
十
八
部

隊
兵
舎
は
空
き
家
で
し
た
。

勤
務
部
隊
の
命
令
あ
る
ま
で
西
東
安
病
院
に
て
待
機
。

二
十
年
一
月
、
新
設
部
隊
に
編
入
さ
れ
、
開
拓
農
民
召
集

兵
、
朝
鮮
人
召
集
兵
の
初
年
兵
係
と
し
て
教
育
任
務
に
つ

く
。二

十
年
、
師
団
命
令
に
て
第
一
線
主
力
を
南
に
下
げ
、

東
京
城
山
中
に
て
陣
地
構
築
作
業
。

17



 

V
02D

00 L
:H
E
SI1411 18 88/11/15/17:14:09 H

E
SI1411 bun

(白
)p1-186

三

①
ソ
連
部
隊
、
二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
満
国
境
越
え
、
一

斉
攻
撃
で
戦
闘
始
ま
り
、
八
十
八
部
隊
も
師
団
か
ら
、

東
京
城
山
中
の
本
隊
と
合
流
せ
よ
の
命
下
り
、
三
日
三

晩
不
眠
の
行
軍
で
本
隊
と
合
流
、
待
機
す
る
。

②
戦
闘
せ
ず
命
令
を
待
っ
て
待
機
す
る
の
み
。

日
ソ
開
戦
の
と
き
、
防
毒
面
・
鉄
カ
ブ
ト
は
二
人
に
一

個
、
連
隊
砲
の
砲
弾
は
一
門
に
つ
き
八
個
よ
り
与
え
ら

れ
な
か
っ
た
。

四

①
八
月
十
六
日
頃
、
終
戦
成
る
を
兵
ら
皆
知
る
。

師
団
本
部
の
指
令
待
つ
よ
り
打
つ
手
な
し
。

兵
は
勝
手
な
行
動
許
さ
れ
ず
、
命
令
に
従
う
の
み
。

師
団
本
部
よ
り
の
命
令
待
つ
の
み
。

②
武
装
解
除
の
命
あ
り
。
兵
器
を
中
隊
ご
と
に
ま
と
め

る
。

ソ
軍
監
視
付
き
で
牡
丹
江
掖
河
兵
舎
に
集
合
さ
せ
ら

る
。

③
自
由
行
動
な
ら
ず
。

④
敗
戦
は
日
本
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
。
将
官
と
い
え

ど
も
全
て
不
明
。
師
団
司
令
部
の
指
図
待
つ
の
み
。

⑤
部
隊
行
動
な
の
で
他
よ
り
の
被
害
な
し
。

一
般
の
日
本
地
方
人
、
ま
た
開
拓
農
民
は
目
の
当
て
ら

れ
ぬ
ほ
ど
苦
労
し
た
。

五

①
東
京
ダ
モ
イ
と
騙
さ
れ
、
貨
車
が
入
る
た
び
千
人
単
位

で
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、
一
人
で
も
逃
亡
あ
ら
ば
全
員
東

京
ダ
モ
イ
な
ら
ず
、
シ
ベ
リ
ア
送
り
と
警
告
さ
る
。
食

料
も
満
足
に
与
え
ら
れ
ず
、
貨
車
が
停
車
す
る
た
び
一

般
地
方
民
並
び
に
子
供
達
が
集
ま
っ
て
来
て
物
々
交
換

を
求
め
、
盗
ま
れ
る
こ
と
も
再
三
あ
っ
た
。

子
供
ら
に
汽
車
の
進
行
方
向
を
聞
く
と
「
ダ
モ
イ
東

京
、
ダ
モ
イ
東
京
」
と
し
か
教
え
て
く
れ
な
か
っ
た
。

②
バ
イ
カ
ル
湖
を
見
た
と
き
「
海
が
見
え
た
、
ウ
ラ
ジ
オ

に
着
い
た
」
と
皆
一
斉
に
バ
ン
ザ
イ
を
し
た
。

そ
の
場
所
に
十
時
間
以
上
も
止
ま
っ
て
い
る
の
で
、
日

本
の
船
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
の
だ
と
大
き
な
期
待

が
あ
っ
た
。
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③
や
が
て
貨
車
が
発
車
。
気
が
つ
く
と
進
行
方
向
は
西
へ

西
へ
と
向
か
っ
て
行
く
。
不
審
の
念
が
だ
ん
だ
ん
強
く

な
る
。

二
週
間
以
上
も
か
か
っ
て
着
い
た
所
は
タ
イ
セ
ッ
ト
で

あ
っ
た
。
九
月
下
旬
頃
と
思
う
。

収
容
さ
れ
た
所
は
幕
舎
で
あ
り
、
電
気
・
暖
房
設
備
な

く
、
二
年
間
、
酷
寒
身
に
凍
み
る
毎
日
で
あ
っ
た
。

六

①
ノ
ル
マ
優
秀
な
者
は
日
本
に
帰
れ
る
の
だ
と
、
年
に
数

回
、
二
、
三
十
人
単
位
で
引
き
抜
き
、
別
な
収
容
所
に

送
ら
れ
る
。

行
き
先
は
誰
に
も
分
か
ら
ず
、
日
本
に
帰
っ
た
と
ば
か

り
信
じ
て
い
た
。

早
く
日
本
に
帰
り
た
い
の
で
労
働
に
励
む
。

ノ
ル
マ
は
上
が
る
ば
か
り
で
あ
る
。

②
入
浴
は
冬
ば
か
り
で
、
石
を
焼
い
て
水
を
か
け
蒸
し
風

呂
で
あ
る
。
入
浴
し
て
い
る
短
時
間
に
脱
い
だ
衣
服
は

熱
気
消
毒
さ
れ
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
あ
っ
た
。

③
私
達
の
収
容
所
は
千
人
単
位
で
あ
っ
た
。

七

①
高
い
所
は
崩
し
低
い
所
は
埋
め
道
路
を
造
り
、
密
林
の

伐
採
（
指
定
さ
れ
た
長
さ
に
切
り
）、
ト
ラ
ッ
ク
の
入

れ
る
場
所
ま
で
運
ぶ
。
木
の
太
い
の
は
一
メ
ー
ト
ル
近

い
も
の
も
あ
る
。

貨
車
の
砂
利
下
ろ
し
作
業
、
収
容
所
の
成
績
を
上
げ
る

た
め
、
昼
間
は
伐
採
ト
ラ
ッ
ク
の
積
み
込
み
で
、
砂
利

下
ろ
し
作
業
は
い
つ
も
夜
中
で
あ
っ
た
。

②
八
時
間
労
働
が
条
約
の
規
定
に
あ
る
ら
し
い
が
、
国
境

警
備
師
団
に
所
属
し
て
い
る
部
隊
な
の
で
作
業
も
き
つ

く
、
頑
張
る
ほ
ど
に
ノ
ル
マ
は
上
げ
ら
れ
る
。

ノ
ル
マ
を
達
成
で
き
な
い
場
合
、
で
き
る
ま
で
時
間
に

関
係
な
く
時
折
労
働
を
強
要
さ
れ
た
。

③
捕
虜
生
活
一
年
半
過
ぎ
頃
よ
り
、
病
人
に
対
し
て
は
軽

労
働
に
回
す
よ
う
に
な
っ
た
。

ノ
ル
マ
を
達
成
す
る
と
ハ
ラ
シ
ョ
ラ
ボ
ー
タ
と
し
て
黒

パ
ン
の
増
配
が
あ
っ
た
。
百
グ
ラ
ム
位
の
増
配
で
あ

る
。

④
貨
車
の
丸
太
の
積
み
下
ろ
し
、
砂
利
の
積
み
下
ろ
し
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は
、
監
視
兵
の
指
図
通
り
初
め
の
う
ち
は
従
っ
て
動
い

た
が
、
だ
ん
だ
ん
馴
れ
る
に
従
い
、
貨
車
の
長
さ
に
よ

り
兵
の
割
当
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
、
現
役
兵
同
士
グ

ル
ー
プ
を
組
み
、
積
み
下
ろ
し
作
業
を
し
た
。

⑤
老
兵
達
は
年
が
老
い
て
も
作
業
ノ
ル
マ
が
同
じ
な
の

で
、
次
々
と
斃
れ
て
不
帰
の
兵
と
な
り
凍
土
で
眠
っ
て

い
る
。

同
じ
日
本
人
同
士
が
と
一
般
の
人
々
は
考
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
の
苦
し
さ
は
シ
ベ
リ
ア
捕
虜
の
経
験
者

で
な
け
れ
ば
分
か
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

八

①
い
か
な
る
労
役
で
も
我
ら
捕
虜
に
は
自
由
に
な
ら
ず
、

選
択
は
許
さ
れ
な
い
。

②
体
重
が
余
り
に
も
減
り
、
痩
せ
過
ぎ
る
と
軽
労
働
に
回

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

③
労
役
に
堪
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
に
体
力
の
な
く
な
っ
た
者

は
初
め
て
休
養
を
与
え
ら
れ
る
。

④
健
康
管
理
は
睡
眠
以
外
に
方
法
な
し
。
体
に
大
し
た
害

が
な
け
れ
ば
何
で
も
口
に
入
れ
た
。

⑤
朝
夕
の
点
呼
、
作
業
や
往
復
の
監
視
は
非
常
に
厳
し

か
っ
た
。

二
十
二
年
頃
よ
り
厳
し
さ
も
幾
分
緩
み
つ
つ
あ
っ
た
。

⑥
朝
食
時
に
昼
食
の
黒
パ
ン
が
同
時
に
出
る
の
で
、
ス
ー

プ
と
共
に
朝
食
の
と
き
一
緒
に
食
べ
る
。
腹
が
空
く
の

で
労
働
に
耐
え
ら
れ
ず
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ス
ー
プ
は
、
腐
っ
た
野
菜
の
一
つ
か
二
つ
浮
か
ん
だ

ス
ー
プ
で
あ
る
。

作
業
に
出
て
蛙
・
鼠
・
野
草
・
茸
・
虫
、
食
べ
ら
れ
る

も
の
は
何
で
も
食
べ
た
。
体
力
を
保
つ
た
め
、
全
員
が

や
っ
た
。

⑦
二
十
一
年
秋
頃
よ
り
日
曜
が
休
養
日
と
な
る
。

⑧
土
曜
日
の
作
業
後
か
日
曜
日
の
午
前
中
、
持
ち
物
を
全

部
並
べ
て
私
物
検
査
が
あ
り
、
武
器
ら
し
き
も
の
を

持
っ
て
い
な
い
か
検
査
す
る
。

針
一
本
で
も
武
器
と
見
な
し
取
り
上
げ
る
。

時
計
、
万
年
筆
な
ど
は
奴
ら
の
私
物
と
し
て
取
り
上
げ

て
し
ま
う
。

九
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①
初
め
て
の
収
容
所
幕
舎
生
活
で
、
採
光
、
暖
房
設
備
等

全
く
な
く
、
作
業
の
帰
り
、
木
片
（
焚
き
火
用
）
や
白

樺
の
皮
を
剥
い
で
来
て
ラ
ン
プ
代
わ
り
に
灯
し
た
。

起
床
、
作
業
集
合
は
、
レ
ー
ル
を
吊
る
し
て
鐘
代
わ
り

に
叩
く
。

②
昭
和
二
十
二
年
春
頃
、
洗
脳
教
育
を
受
け
た
者
が
各
収

容
所
に
配
さ
れ
、
洗
脳
教
育
に
発
行
さ
れ
た
「
日
本
新

聞
」
を
読
み
聞
か
さ
れ
、
上
の
空
で
聞
い
て
い
た
。

兵
隊
の
帰
国
を
日
本
国
民
は
誰
も
歓
迎
し
て
い
な
い
と

叩
き
込
ま
れ
た
。

③
洗
脳
さ
れ
た
者
が
各
収
容
所
に
配
置
さ
れ
指
導
の
権
利

を
振
り
回
し
、
か
え
っ
て
悪
い
結
果
が
多
か
っ
た
。

④
経
験
は
な
い
が
、
明
か
り
の
な
い
営
倉
に
入
れ
ら
れ
、

食
料
も
一
日
朝
一
回
き
り
で
あ
っ
た
。
三
日
か
ら
一
週

間
位
入
牢
と
な
る
。

洗
脳
教
育
者
に
文
句
を
言
っ
て
反
対
意
思
の
表
現
が
再

三
に
わ
た
る
と
、
重
労
働
の
収
容
所
に
回
さ
れ
る
。

十

①
タ
イ
セ
ッ
ト
地
区
の
収
容
所
を
「
ラ
ボ
ー
タ
優
秀
」
と

言
わ
れ
て
は
二
十
人
か
ら
三
十
人
単
位
で
引
き
抜
き
、

日
本
に
帰
れ
る
の
だ
と
汽
車
に
乗
せ
ら
れ
、
別
な
収
容

所
に
回
さ
れ
る
。

帰
国
す
る
ま
で
五
回
位
、
収
容
所
は
転
々
と
変
わ
っ

た
。

帰
国
し
て
も
下
士
官
以
上
の
者
は
ソ
連
で
他
国
と
戦
争

の
あ
っ
た
場
合
、
ソ
連
は
捕
虜
に
対
し
て
召
集
権
が
あ

る
の
だ
と
言
わ
れ
た
。

ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
て
、
こ
れ
で
日
本
に
帰
れ
る
の
だ
と

気
持
ち
が
幾
分
楽
に
な
っ
た
。

ナ
ホ
ト
カ
に
着
く
ま
で
、
途
中
で
捕
虜
を
集
合
さ
せ
乗

せ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

②
ナ
ホ
ト
カ
に
着
い
て
も
収
容
所
が
満
杯
に
な
っ
て
い
る

と
他
の
作
業
収
容
所
に
回
さ
れ
、
ま
た
い
つ
帰
れ
る
か

当
て
の
な
い
重
労
働
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ナ
ホ
ト
カ
の
帰
国
収
容
所
を
四
カ
所
回
っ
て
初
め
て
帰

国
が
決
ま
る
。

ナ
ホ
ト
カ
の
収
容
所
の
満
杯
は
、
日
本
が
捕
虜
の
帰
国

を
望
ん
で
い
な
い
の
で
日
本
の
船
が
来
な
い
の
だ
と
教
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育
さ
れ
る
。

③
船
に
乗
っ
て
岸
壁
を
離
れ
る
ま
で
は
安
心
で
き
な
か
っ

た
。

④
洗
脳
教
育
者
に
は
、
帰
国
途
中
の
日
本
海
で
船
か
ら
海

に
投
げ
ら
れ
た
者
も
い
た
。
そ
の
人
の
命
は
そ
れ
で
終

わ
り
で
あ
っ
た
。

洗
脳
教
育
者
は
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
お
と
な
し
く

な
っ
た
。

⑤
昭
和
二
十
三
年
五
月
中
旬
、
舞
鶴
上
陸
。

十
一

①
食
料
、
衣
料
、
そ
の
他
の
生
活
用
品
が
全
て
配
給
制
度

の
生
活
に
変
わ
り
、
品
不
足
で
敗
戦
国
の
惨
め
さ
を
し

み
じ
み
知
ら
さ
れ
た
。

②
勤
勉
な
る
日
本
国
民
は
、
苦
難
に
臆
せ
ず
互
い
に
助
け

合
い
、
か
つ
て
経
験
せ
ざ
る
敗
戦
国
日
本
を
、
僅
か
五

十
余
年
で
経
済
大
国
に
築
き
上
げ
た
と
い
う
こ
と
は
誇

り
と
し
て
良
い
と
思
う
。

そ
の
後
の
生
活
は
順
調
で
な
か
っ
た
が
、
三
年
の
捕
虜

生
活
、
食
料
不
足
、
着
の
身
着
の
ま
ま
の
重
労
働
生
活

に
比
べ
る
と
、
家
族
あ
っ
て
の
苦
労
で
、
苦
労
の
内
に

入
ら
な
い
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

住

所

函
館
市
谷
地
頭
町

弁
当
仕
出
業

出
生
地

大
正
十
年
十
月
一
日
、
函
館
市
入
舟
町
に
て
、

父

文
三
の
次
男
と
し
て
出
生
。

祖
母
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
九
人
家
族

当
時
、
父
は
鮮
魚
小
売
商
経
営

学

歴

昭
和
九
年
三
月

函
館
市
立
幸
小
学
校
卒
業

同
十
一
年
三
月

市
立
弥
生
尋
常
高
等
小
学
校

高
等
科
卒
業

兵

役

昭
和
十
七
年
一
月
十
日
、
在
満
要
員
と
し
て
旭

川
北
部
第
二
部
隊
連
隊
砲
中
隊
に
現
役
入
隊
。

同
年
三
月
、
満
州
東
安
省
西
東
安
駐
屯
満
州
第

八
十
八
部
隊
に
編
入
。
翌
十
八
年
、
初
年
兵
教

育
係
と
し
て
勤
務
。
同
年
八
月
、
過
労
の
た
め

西
東
安
陸
軍
病
院
に
病
気
入
院
。
続
い
て
牡
丹

江
陸
軍
病
院
、
南
満
興
城
陸
軍
病
院
と
転
院
療
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養
。

昭
和
二
十
年
一
月

新
設
部
隊
に
編
入
。
現
地

召
集
の
開
拓
団
召
集
兵
、
朝
鮮
人
召
集
兵
の
教

育
係
上
等
兵
と
し
て
勤
務
す
。

昭
和
二
十
年
四
月
、
師
団
命
令
に
て
満
州
防
衛

主
力
を
南
に
移
動
し
た
後
、
陣
地
構
築
作
業
に

勤
務
。

同
年
八
月
九
日
、
ソ
軍
は
国
境
突
破
、
攻
撃
進

入
す
。

第
八
十
八
部
隊
は
師
団
命
令
に
て
東
京
城
山
中

の
本
隊
に
合
流
。
連
隊
砲
の
砲
弾
は
一
門
に
つ

き
八
個
し
か
与
え
ら
れ
ず
。

山
中
に
待
機
中
八
月
十
六
日
、
終
戦
を
知
ら
さ

れ
る
。

武
装
解
除
の
命
令
が
下
達
さ
れ
、
兵
器
を
中
隊

ご
と
に
ま
と
め
、
ソ
連
軍
の
監
視
付
き
の
う
ち

に
牡
丹
江
掖
河
の
兵
舎
に
集
結
。

ソ
連
軍
の
接
収
管
理
下
に
抑
留
さ
れ
、
九
月
下

旬
、
シ
ベ
リ
ア
・
タ
イ
セ
ッ
ト
収
容
所
に
収
容

さ
れ
る
。
集
成
作
業
大
隊
名
忘
却
。
大
隊
長
名

忘
却
。

昭
和
二
十
三
年
五
月
中
旬
、
舞
鶴
復
員
。
引
揚
船
名
忘

却
。後

、
家
業
で
あ
る
鮮
魚
販
売
業
（
通
称
魚
屋
）
を
営
み

続
け
、
数
年
前
よ
り
学
校
給
食
を
引
き
受
け
、
弁
当
仕
出

店
と
し
て
営
業
を
続
け
て
い
る
。

（
北
海
道

渡
邊

建
一
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記

北
海
道

菊

池

普

薫

一
、
出
生
か
ら
入
隊

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
一
月
二
十
八
日
生
ま
れ
。

北
海
道
桧
山
郡
厚
沢
部
町
木
間
内
、
遠
成
寺
（
東
本
願
寺

所
属
）
の
農
村
地
帯
に
お
け
る
小
部
落
で
あ
る
。

京
都
大
谷
中
学
校
（
五
カ
年
）
を
卒
業
す
る
（
昭
和
十

六
（
一
九
四
一
）
年
三
月
）。
約
二
カ
年
間
、
僧
侶
と
し
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